
 

エントリー７ 
Q1.学習会のコンセプトについて記入してください。 

 〇学習会名称 （  第 23 回ブロックサマーセミナーin みえ   ） 

 〇主催者   （  サマーセミナー実行委員会               ） 

 〇対象者   （   東海北陸ブロック 7 県の青年              ） 

  〇開催日   （２０１４年 ９月 １３日 １３:３０～ １５日 １２:００） 

 〇開催場所  （ 三重県鳥羽市      ） 

  

〇なぜその学習会を企画したか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇企画するにあたって、運営で工夫した点は？ 

 

 

 

 

 

○苦労した点は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q２.参加者ついて記入してください。 

○参加人数  目標（ １２０ ）人 実際に参加した人数（ ６１ ）人 

○参加者からの感想は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年に愛労連青年協と愛知学習協により、労働組合青年部の活性化と青年自身の成長を主

な目的にしてスタート。2 回目以降は、参加して良かったと思う人たちが中心となって実行委

員会を立ち上げて取り組んでいる。開始当初は愛知県だけの取り組みだったが、第 11 回から東

海北陸ブロック規模に広がる発展をし、現在に至る。 

「仲間とともに、学び、あそび、つくりだす。成功体験から主体性が芽吹く土壌を!」･･･3

日間を通じて、主体的に考え各企画に参加することから、いろいろな刺激や経験を経て、それ

らを職場に持ち帰って、模範的に行動することで、芽生えた主体性を具体的な形にしていく。」

というのが今回のテーマ。 

各県ごとに実行委員会を設け、話し合った内容をブロック実行委員会の場に反映させる。ブロック

実行委員会は６回おこない、実行委員会へ全県からの参加を保障するため、1 名分の交通費を補助し

ている。 

・参加費をできるだけ低く抑えるようにした。 

  ･･･全日程の参加者を増やすため、2 万円を超える参加費を 19800 円に設定し、部分参加

者の参加費をやや割高にした。その結果、全日参加の割合は例年よりも高くなった。 

・大型バスを交通手段として手配し、愛知の他、静岡・岐阜からの参加者も乗り合わせての参

加となった。 

・参加集約･･･目標は 120 人だったが実際は半分の 61 人にとどまった。 

・2 泊 3 日だからこそ楽しめるのだと思った。来年も知り合いに声をかけてみる。 

・今年から執行委員になり、活動について知らないことだらけだったが、少しつかめた気がす

る。・サマセミの経験を明日への活力に、そして仕事や組合活動へと頑張っていきたいです。 

・自分と同じ職種の話を聞いて、自分の職場と比較したり、また、違った職種の人や幅広い年

齢層からの話が聞けてとても新鮮だった。 

  といった感想があった。 



 

○どんな総括をしましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○総括を踏まえて、次に活かそうと思う点など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他、学習会を行って気づいたこと 

 

 

 

 

 

 

 

写真についてはこちらのホームページを参照してください。 

http://airoren.jp/2014/09/3759.html 

・愛労連青年協として単産・単組を集結させるに至らず、広がりを見せることはできなかった。

次年度は愛知実行委員会を立ち上げ、青年部のない組織も主体的に関われるように準備をす

る。 

・交流や思いを出し合うことが中心となった 3 日間だった。楽しめて仲良くなれる企画ではあ

ったが、学習要素をもう少し強める。 

今回のテーマ「仲間とともに、学び、あそび、つくりだす。成功体験から主体性が芽吹く土壌

を!」は参加者に感じてほしいテーマだったが、実行委員が特に実感したように思う。仲間を

つくり、学習を深めるだけでなく、サマーセミナーという大きな企画を運営できたという自信

が大きな要因だと思う。この経験がこれからの組合活動に生かされるのではないか。 

・全体の参加者が例年より少なくなったことについて…特に愛知の参加者が減少。原因として

各単産でほかの企画が重なったことや情報の伝達と位置づけの問題があげられた。また、運営

上の改善点(時間配分や全体の流れについて)についてもだされた。 

・サマーセミナーは、毎年、順に持ち回りでとりくまれる。そのため、開催を受け入れた県は、

半年以上かけての準備の中で親組織との連携も含め、青年組織の強化につながっている。三重

県の青年は他県の青年から刺激を受け、さらにパワーアップしている。 

・次回はこれまでサマーセミナーの中心となり牽引してきた愛知の青年の奮闘が課題となっ

た。 

・バス代など赤字が出てしまった。来年度のとりくみでの反省点となった。 

http://airoren.jp/2014/09/3759.html




９ １３

「トバリーグ～“夢のせシート”で夢を語ろう」

９ １４

① 「芦浜原発問題を学ぶ」フィールドワーク
芦浜の地を海上から見学したりできます

② 「コスメ作り体験」
添加物などの問題を体験から学びます

③ 「愛労連青年協の活動から青年部を考える」
県労連での青年部の役割や運営について報告します

④ 「“ラブ活”報告」（仮）
106人を集めた婚活企画の報告です

９ １５

「夢とばシートで夢を飛ばそう！」

Ａ 伊勢神宮、おかげ横丁コース

Ｂ 鳥羽街巡りコース

Ｃ 鳥羽山巡りコース

Ｄ 答志島コース

Ｅ 水族館コース

。



12:30 受付
13:30 1．開会のあいさつ

（実行委員長：新谷）
　　　　　　　開会式 2．現地から激励のあいさつ

（みえ労連議長：臼井）
3．日程の説明・注意事項

14:00 ◆アイスブレイク ●司会
トバリーグ～夢のせシート みえ実行委員会

17:30 写真撮影 宿泊部屋へ移動・休憩

19:00

20:00 夜交流企画

21:00 解散～部屋交流～

23:00 就寝

7:30 朝食・移動
9:00 ①分科会 担当：みえ

「芦浜原発を考えるフィールドワーク」 ※1日分科会
　芦浜の地を海上から見学したりできます

②分科会 担当：岐阜
「自然派コスメ作り体験」
　添加物などの問題を体験から学びます

③分科会 担当：愛知
「青年部活動について考える」
　県労連での青年部の役割や運営について報告します

④分科会 担当：富山
「”ラブ活”報告」
　100人超を集めた婚活企画の報告です

12:00

２日目：１４日（日）午前

1日目：９月１３日（土）

第２３回サマーセミナー日程表

夕食

翌日分科会・お楽しみコースプレゼン

ジェスチャーゲームなど♪



12:00 昼食※各コースに分かれて

13:00 ①伊勢神宮・おかげ横町コース
　伊勢神宮周辺を自由に散策します

②鳥羽町巡りコース
　知られざる鳥羽の町並みを散策します

③鳥羽山巡りコース
　ハイキング～足湯やめだかの学校を見学

④答志島コース
　ビーチにて遊んで、温泉も入れます

⑤鳥羽水族館コース
　鳥羽の定番スポットを満喫します

17:30 自由時間
18:30 夕食交流 担当：愛知

～スライドショー＆ゲームなど～

21:00 自由交流（会費制）
飲む：1,500円、飲まない：500円

23:00 就寝

３日目：１５日（祝）

7:30 朝食

9:00 ◆アイスブレイク「へっちゃらポンチ」

全体会 担当：岐阜
「想いを飛ばせ！夢とばシート！」」
・夢実現のためのサイコロ

・明日のへの一歩紙ヒコーキ

11:10 閉会式 ①初参加者感想
②各種訴え
③感想文への記入
④閉会のあいさつ（愛知）

12:00 写真撮影

解散

２日目：１４日（日）午後


